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は
じ
め
に

　

宗
叡
は
、
平
安
時
代
前
期
（
九
世
紀
）
に
活
躍
し
た
真
言
宗
の
僧
侶
で
、
い
わ
ゆ
る
入
唐
八
家１

の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
真
如
親
王２

の

入
唐
に
随
行
し
て
海
を
渡
り
、
帰
国
後
は
東
寺
長
者
や
禅
林
寺
座
主
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
叡
は
、
空
海
亡
き
あ
と
の
真
言
教
団
の
な
か
で

　

禅
林
寺
宗
叡
は
入に
っ

唐と
う

八は
っ

家か

の
ひ
と
り
で
、
平
安
時
代
前
期
（
九
世
紀
）

に
渡
海
し
て
密
教
を
学
ん
だ
真
言
僧
で
あ
る
。
そ
の
伝
記
は
『
日
本
三
代

実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
三
月
二
十
六
日
丁
亥
条
と
、
そ
れ
に
も
と

づ
く
『
入
唐
五
家
伝
』
所
収
「
禅
林
寺
僧
正
伝
」
な
ど
が
あ
る
。
宗
叡
は

一
四
歳
で
出
家
を
し
、
比
叡
山
で
具
足
戒
を
受
け
た
が
、
い
っ
た
ん
山
を

下
り
て
法
相
宗
を
学
ん
だ
の
ち
、
園
城
寺
で
円
珍
か
ら
両
部
大
法
を
受
け

た
。
白
山
で
の
山
林
修
行
か
ら
帰
京
し
た
宗
叡
は
比
叡
山
に
は
戻
ら
ず
、

東
寺
に
移
住
し
て
真し

ん

紹じ
ょ
うに
師
事
し
、
皇
太
子
惟
仁
親
王
に
近
侍
す
る
。
こ

の
よ
う
に
宗
叡
の
密
教
修
学
は
紆
余
曲
折
を
経
て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
の

修
学
時
期
が
日
本
密
教
の
草
創
期
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
た
。
ま
た
宗
叡
の
称
号
に
は
禅
林
寺
僧
正
・
円
覚
寺
僧
正
・
後ご

入に
っ

唐と
う

僧そ
う

正じ
ょ
うな
ど
が
あ
り
、
禅
林
寺
は
宗
叡
が
真
紹
か
ら
譲
ら
れ
た
寺
院
で
、
円え
ん

覚が
く

寺じ

は
宗
叡
が
近
侍
し
た
清せ
い

和わ

太だ

上じ
ょ
う

天て
ん

皇の
う

の
終
焉
の
地
に
当
た
る
。
ま
た

後
入
唐
は
空
海
あ
る
い
は
円
珍
の
次
に
入
唐
し
た
僧
侶
と
い
う
意
味
で

つ
け
ら
れ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
入に

っ

唐と
う

八は
っ

家か　

真し
ん

紹じ
ょ
う

　

清せ
い

和わ

太だ

上じ
ょ
う

天て
ん

皇の
う　

円え
ん

覚が
く

寺じ　

後ご

入に
っ

唐と
う

僧そ
う

正
じ
ょ
う

論
　
文
　
要
　
旨

禅
林
寺
宗
叡
の
密
教
修
学

佐
　
藤
　
長
　
門
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比
較
的
重
要
な
地
位
・
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
当
初
か
ら
一
貫
し
て
真
言
宗
を
学
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
回
り
道
」
を
経
て

真
言
密
教
に
た
ど
り
着
い
て
お
り
、
宗
派
性
が
強
ま
る
後
世
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
特
異
な
経
歴
を
有
す
る
僧
侶
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
宗
叡
が
生
き
て
い
た
の
は
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
密
教
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
り
、
天
台
宗
や
真
言
宗
が
独
立
し
た
教
団
と
し
て
国

家
か
ら
認
め
ら
れ
た
時
期
を
、
独
自
の
年
分
度
者
が
認
め
ら
れ
た
時
点
と
と
ら
え
て
よ
け
れ
ば
、
天
台
宗
は
延
暦
二
十
五
年
（
八
〇
六
）
正
月
の
こ
と
で３

、
真

言
宗
に
い
た
っ
て
は
承
和
二
年
（
八
三
五
）
正
月
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た４

。
よ
っ
て
、
宗
叡
の
時
代
の
修
学
と
各
宗
派
あ
る
い
は
各
教
団
の
独
立

性
が
強
ま
っ
た
時
期
の
そ
れ
と
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
宗
叡
が
歩
ん
で
き
た
行
程
は
、
そ
の
当
時
の
僧
侶
（
と
く
に
密
教
を
学
ぼ
う
と
し
て
い

た
僧
侶
）
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
奇
異
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
す
ら
あ
る
。

　

本
稿
で
は
宗
叡
の
修
学
を
通
し
て
、
九
世
紀
初
頭
の
僧
侶
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
密
教
を
学
ん
で
い
た
の
か
を
検
討
し
、
伝
来
当
初
の
初
期
密
教
の
修
学
状
況

の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
な
お
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
入
唐
以
前
の
宗
叡
の
動
向
に
つ
い
て
論
じ
、
入
唐
お
よ
び
そ
れ
以
後
の

宗
叡
の
歩
み
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

一
．
宗
叡
に
関
す
る
基
本
史
料

　

宗
叡
に
つ
い
て
は
幸
い
に
、『
日
本
三
代
実
録
』
に
詳
細
な
伝
記５

が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
入
唐
五
家
伝
』
に
も
「
禅
林
寺
僧
正
伝
」
と
題
す
る
史
料
が

存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
少
々
長
く
な
る
が
、
以
下
の
考
察
に
も
か
か
わ
る
の
で
、『
日
本
三
代
実
録
』
の
伝
記
（
以
下
で
は
「
宗
叡
伝
」
と
表
記
す
る
）

の
全
文
を
、
煩
を
い
と
わ
ず
引
用
す
る
。

【
史
料
１
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
三
月
二
十
六
日
丁
亥
条

霜
殞ふ

る
。」
僧
正
法
印
大
和
尚
位
宗
叡
卒
す
。
宗
叡
は
、俗
姓
池
上
氏
、左
京
の
人
な
り
。
幼
く
し
て
遊
学
し
、音
律
を
受
習
す
。
年
甫は

じ

め
て
十
四
に
し
て
、

出
家
入
道
す
。
内
供
奉
十
禅
師
載
鎮
に
従
ひ
て
、
経
論
を
承
受
す
。
叡
山
に
登
り
棲す

み
て
、
復ま

た

還
る
情
な
し
。
天
長
八
年
、
具
足
戒
を
受
け
、
広
岡
寺
の

義
演
法
師
に
就
き
て
、
法
相
の
宗
義
を
稟う

け
学
び
、
数
年
に
し
て
復
叡
山
に
帰
り
、
心
を
廻
ら
し
大
に
向
か
ひ
、
菩
薩
戒
を
受
け
、
天
台
宗
の
大
義
を
諳あ

ん
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究き
う

す
。
円
珍
和
尚
に
随
ひ
、
園
城
寺
に
於
い
て
、
両
部
の
大
法
を
受
く
。
時
に
叡
山
の
主
神
、
口
を
人
に
仮か

り
、
告
げ
て
曰
は
く
、「
汝
の
苦
行
、
吾
擁

護
せ
む
。
遠
行
せ
ば
則
ち
双
烏
相
随
ひ
、
暗
夜
に
は
則
ち
行
火
相
照
ら
さ
む
。
此
れ
を
以
て
徴
験
と
な
す
べ
し
」
と
。
厥そ

の
後
、
宗
叡
越
前
国
白
山
に
到

る
。
双
烏
飛
び
随
ひ
て
、
先
後
に
在
り
、
夜
中
に
は
火
あ
り
て
、
自
然
に
道
を
照
ら
す
。
見
る
者
こ
れ
を
奇
と
す
。
久
し
く
し
て
東
寺
に
移
住
し
、
少
僧

都
実
恵
に
就
き
て
、
金
剛
界
大
法
を
受
学
し
、
少
僧
都
真
紹
に
詣
り
て
、
阿
闍
梨
位
の
灌
頂
を
受
け
、
内
蔵
寮
よ
り
料
物
を
給
は
る
。
清
和
太
上
天
皇
儲

弐
た
る
の
初
め
、
選
ば
れ
て
東
宮
に
入
り
侍
る
。
貞
観
四
年
、
高
丘
親
王
、
西
唐
に
入
る
。
宗
叡
、
請
ひ
従
ひ
て
海
を
渡
る
。
初
め
汴べ

ん

州し
う

の
阿
闍
梨
玄
慶

に
遇
ひ
、
灌
頂
を
受
け
て
、
金
剛
界
法
を
習
ふ
。
五
臺
山
に
登と

う
は
ん攀

し
て
、
聖
跡
を
巡
礼
す
。
即
ち
西
臺
の
維
摩
詰
の
石
の
上
に
、
五
色
の
雲
を
見
、
東
臺

の
那
羅
延
の
窟い

は
やの

側
に
、
聖
灯
及
び
吉
祥
鳥
を
見
、
聖
鐘
を
聞
く
。
尋つ

い
で
天
台
山
に
至
り
、
次
い
で
大
華
厳
寺
に
於
い
て
、
千
僧
に
供
養
す
。
即
ち
是

れ
本
朝
の
御
願
な
り
。
青
龍
寺
に
至
り
、
阿
闍
梨
法
全
に
随
ひ
て
、
重
ね
て
濯
頂
を
受
け
、
胎
蔵
界
法
を
学
び
、
そ
の
殊
旨
を
尽
く
す
。
阿
闍
梨
、
金
剛

杵
幷あ

は

せ
て
儀
軌
・
法
門
等
を
以
て
宗
叡
に
付
属
し
、
用も

っ

て
印
信
に
充
つ
。
更
に
慈
恩
寺
の
造
玄
・
興
善
寺
の
智
慧
輪
等
の
阿
闍
梨
を
尋
ね
、
秘
奧
を
承
受

し
、
幽い

う
さ
く

　

を
詢じ

ゅ
ん
ぐ求

し
、
廻
り
て
洛
陽
に
至
り
、
便
ち
聖
善
寺
の
善
無
畏
三
蔵
の
旧
院
に
入
る
。
そ
の
門
徒
、
三
蔵
所
持
の
金
剛
杵
幷
せ
て
経
論
・
梵
夾
・

諸
尊
・
儀
軌
等
を
以
て
こ
れ
に
授
く
。
八
年
、
明
州
望
海
鎮
に
到
る
。
適

た
ま
た
ま

李
延
孝
の
遙
か
に
扶
桑
を
指
し
て
一
葉
を
泛う

か

べ
む
と
す
る
に
遇
ふ
。
宗
叡
同

舟
し
て
、
順
風
に
纜

と
も
づ
なを

解
き
、
三
日
夜
の
間
に
本
朝
に
帰
着
す
。
主
上
大
い
に
悦
び
、
遇
す
る
に
殊
礼
を
以
て
す
。
当
時
の
法
侶
、
皆
和
尚
の
金
剛
界
法
・

胎
蔵
界
法
・
密
教
を
伝
へ
む
こ
と
を
望
む
。
和
尚
、
東
寺
に
於
い
て
こ
れ
を
教
授
す
。
学
徒
数
あ
り
、
懐こ

こ
ろを

傾
け
て
説
く
。
十
一
年
春
、
権
律
師
と
な
り
、

十
六
年
冬
、
権
少
僧
都
に
転
じ
、
天
皇
に
金
剛
界
大
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
・
観
自
在
菩
薩
秘
密
真
言
法
を
授
け
奉
る
。
ま
た
国
家
の
奉お

ほ
ん
た
め為に

、
胎
蔵
・
金

剛
両
部
の
大
曼
茶
羅
を
造
り
、
宮
中
修
法
院
持
念
堂
に
安
置
す
。
十
九
年
、
天
皇
、
清
和
院
に
遷
御
し
、
位
を
皇
太
子
に
譲
り
、
仏
道
に
帰
念
し
て
、
深

く
苦
空
を
悟
る
。
宗
叡
、
太
上
天
皇
に
勧
め
奉
り
て
、
華
厳
・
涅
槃
等
の
大
乗
経
を
聴
学
せ
し
む
。
元
慶
三
年
夏
四
月
、
太
上
天
皇
、
円
覚
寺
に
遷
御
し

て
、
剔て

き
ら
く落

入
道
し
、
灌
頂
の
法
壇
を
設
け
て
、
仏
性
三
摩
耶
秘
密
乗
戒
を
受
け
、
衣
服
・
臥
具
・
珍
宝
・
車
乗
を
以
て
、
宗
叡
に

し
ん

施し

す
。
是こ

こ

に
於
い
て
、

東
寺
・
東
大
・
延
暦
等
の
諸
寺
に
分
捨
し
て
、
一
物
も
己お

の
れに

入
れ
ず
。
是
の
年
の
冬
、
僧
正
の
位
に
至
る
。
太
上
天
皇
、
山
城
・
大
和
・
摂
津
等
の
国
の

名
山
・
仏
寺
を
巡
覧
す
。
宗
叡
従
ひ
奉
り
て
引
導
し
、
丹
波
国
水
尾
山
に
到
り
、
以
て
終
焉
の
地
と
な
す
。
和
尚
は
性
沈
重
に
し
て
、
言
談
を
好
ま
ず
。

斎
食
に
当
た
り
て
は
、
口
に
濃
淡
を
言
は
ず
、
い
ま
だ
嘗
て
寝
に
衣
裳
を
脱
が
ず
、
念
珠
手
を
離
れ
ず
。
年
七
十
六
に
し
て
、
禅
林
寺
に
終
は
る
。

23-10-387_003-佐藤長門氏.indd   323-10-387_003-佐藤長門氏.indd   3 2024/02/15   13:17:472024/02/15   13:17:47



4

　

さ
て
右
の
「
宗
叡
伝
」
と
、
も
う
ひ
と
つ
の
伝
記
で
あ
る
『
入
唐
五
家
伝
』
所
収
「
禅
林
寺
僧
正
伝６

」（
以
下
で
は
「
五
家
伝
」
と
表
記
す
る
）
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
川
尻
秋
生
が
「
両
者
は
若
干
の
字
句
を
除
け
ば
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
」
が
、「
五
家
伝
」
冒
頭
に
記
す
宗
叡
の
卒
年
月
日
が
「
元
慶
八
年
二
月

二
十
六
日
丁
亥
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、「
宗
叡
伝
」
が
「
三
月
」
に
作
っ
て
い
る
ほ
か
は
「
ま
っ
た
く
一
致
す
る
」
と
し
、
と
く
に
「
殞
霜
」
が
共
通
す
る

点
に
留
意
し
て
、「
殞
霜
」
と
は
霜
が
降
り
た
こ
と
で
あ
る
が
、
宗
叡
の
死
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
「
五
家
伝
」
冒
頭
に

記
さ
れ
て
い
る
の
は
『
入
唐
五
家
伝
』
編
者
が
『
日
本
三
代
実
録
』
か
ら
「
宗
叡
伝
」
を
引
用
す
る
際
に
、
不
注
意
に
も
「
殞
霜
」
ま
で
書
き
写
し
て
し
ま
っ

た
か
ら
と
し
て
、「
五
家
伝
」
は
「
宗
叡
伝
」
に
依
拠
し
て
い
る
の
は
明
確
で
あ
る
と
し
て
い
る７

。
お
お
む
ね
首
肯
す
べ
き
分
析
で
あ
る
が
、
よ
り
厳
密
に
い

え
ば
、
右
に
引
用
し
た
「
両
者
は
若
干
の
字
句
を
除
け
ば
ほ
ぼ
同
文

0

0

0

0

で
あ
る
」
と
「
ま
っ
た
く
一
致

0

0

0

0

0

0

す
る
」
は
そ
も
そ
も
相
矛
盾
し
た
表
現
で
あ
り
、
両
者
を

厳
密
に
比
較
し
て
み
る
と
、
川
尻
が
指
摘
し
た
宗
叡
の
卒
月
以
外
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
。

　

①
「
五
家
伝
」
１
行
目
に
「
禅
林
寺
僧
正
伝　

宗
叡　
勧
修
寺
長
者
補
任
云
、
真
紹
之
甥
云
々
」
と
記
す
。

　

②
「
宗
叡
伝
」
に
「
従
内
供
奉0

十
禅
師
」
と
あ
る
が
、「
奉
」
は
『
扶
桑
略
記
』
等
で
補
っ
た
も
の
で
、「
五
家
伝
」
で
は
「
従
内
供
十
禅
師
」
に
作
る
。

　

③
「
宗
叡
伝
」
に
「
無0

復
還
情
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
无0

復
還
情
」
に
作
る
。

　

④
「
宗
叡
伝
」
に
「
数
年
復0

帰
叡
山
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
数
年
後0

帰
叡
山
」
に
作
る
。

　

⑤
「
宗
叡
伝
」
に
「
諳0

究
天
台
宗
大
義
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
譜0

究
天
台
宗
大
義
」
に
作
る
。

　

⑥
「
宗
叡
伝
」
に
「
随
円
珍
和
尚
、
於
園
城
寺
、
受
両
部
大
法
」
と
あ
る
が
、
こ
の
一
文
は
『
扶
桑
略
記
』
等
で
補
っ
た
も
の
で
、「
五
家
伝
」
に
は
な
い
。

　

⑦
「
宗
叡
伝
」
に
「
行0

火
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
斤0

火
」
に
作
る
。

　

⑧
「
宗
叡
伝
」
に
「
少0

僧
都
実
恵
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
小0

僧
都
実
恵
」
に
作
る
。

　

⑨
「
宗
叡
伝
」
に
「
清
和
太
上
天
皇
為0

儲
弐
之
初
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
清
和
太
上
天
皇
儲
弐
之
初
」
に
作
る
。

　

⑩
「
宗
叡
伝
」
に
「
維
摩
詰0

石
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
維
摩
談0

石
」
に
作
る
。

　

⑪
「
宗
叡
伝
」
に
「
大
華0

厳
寺
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
大
花0

厳
寺
」
に
作
る
。

　

⑫
「
宗
叡
伝
」
に
「
濯0

頂
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
灌0

頂
」
に
作
る
。
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⑬
「
宗
叡
伝
」
に
「
胎
蔵
界0

法
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
胎
蔵
幷0

法
」
に
作
る
。

　

⑭
「
宗
叡
伝
」
に
「
付
属0

宗
叡
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
付
宗
叡
」
に
作
る
。

　

⑮
「
宗
叡
伝
」
に
「
智
慧0

輪
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
智
恵0

輪
」
に
作
る
。

　

⑯
「
宗
叡
伝
」
に
「
承
受0

秘
奧
、
詢
求
幽
0

」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
承
秘
奧
、
詢
求
幽
0

」
に
作
る
。

　

⑰
「
宗
叡
伝
」
に
「
善
無0

畏
三
蔵
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
善
无0

畏
三
蔵
」
に
作
る
。

　

⑱
「
宗
叡
伝
」
に
「
李0

延
孝
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
弟
子

0

0

延
孝
」
に
作
る
。

　

⑲
「
宗
叡
伝
」
に
「
宗
叡
同
舟0

、
順0

風
解
纜
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
宗
叡
同
丹0

、
風
解
纜
」
に
作
る
。

　

⑳
「
宗
叡
伝
」
に
「
当
時
法
侶0

」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
当
時
法
俗0

」
に
作
る
。

　

㉑
「
宗
叡
伝
」
に
「
胎
蔵
界
法

0

0

」
と
あ
る
が
、「
界
法
」
は
『
扶
桑
略
記
』
等
で
補
っ
た
も
の
で
、「
五
家
伝
」
に
は
な
い
。

　

㉒
「
宗
叡
伝
」
に
「
於
東
寺
教0

授
之
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
於
東
寺
授
之
」
に
作
る
。

　

㉓
「
宗
叡
伝
」
に
「
学
徒
有

0

0

数
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
学
後0

数
」
に
作
る
。

　

㉔
「
五
家
伝
」
は
「
十
一
年
春
」
に
「
正
月
廿
七
日
」
と
傍
書
す
る
が
、「
宗
叡
伝
」
に
は
な
い
。

　

㉕
「
五
家
伝
」
は
「
十
六
年
冬
」
に
「
十
二
月
廿
九
日
」
と
傍
書
す
る
が
、「
宗
叡
伝
」
に
は
な
い
。

　

㉖
「
宗
叡
伝
」
に
「
観
自
在
菩
薩

0

0

」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
観
自
在
0

」
に
作
る
。

　

㉗
「
宗
叡
伝
」
に
「
安
置
宮
中
修
法
院
持
念
堂0

」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
安
置
宮
中
修
法
院
持
念
矣0

」
に
作
る
。

　

㉘
「
宗
叡
伝
」
に
「
譲0

位
於
皇
太
子
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
禅0

位
於
皇
太
子
」
に
作
る
。

　

㉙
「
宗
叡
伝
」
に
「
奉
勧0

太
上
天
皇
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
奉
勅0

太
上
天
皇
」
に
作
る
。

　

㉚
「
宗
叡
伝
」
に
「
剔0

落
入
道
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
則0

落
飾0

入
道
」
に
作
る
。

　

㉛
「
宗
叡
伝
」
に
「
受
仏
性
三
摩
耶
秘0

密
乗
戒
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
受
仏
性
三
摩
地0

耶
密
乗
戒
」
に
作
る
。

　

㉜
「
宗
叡
伝
」
に
「
一
物
不
入
己0

焉
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
一
物
不
入
已0

焉
」
に
作
る
。
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㉝
「
五
家
伝
」
は
「
是
年
冬
」
に
「
十
月
廿
三
日
」
と
傍
書
す
る
が
、「
宗
叡
伝
」
に
は
な
い
。

　

㉞
「
宗
叡
伝
」
に
「
太
上
天
皇
巡
覧
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
太
上
天
皇
見0

巡
覧
」
に
作
る
。

　

㉟
「
宗
叡
伝
」
に
「
宗
叡
奉
従0

引
導
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
宗
叡
奉
旋0

引
導
」
に
作
る
。

　

㊱
「
宗
叡
伝
」
に
「
到
丹0

波
国
水
尾
山
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
到
舟0

波
国
水
尾
山
」
に
作
る
。

　

㊲
「
宗
叡
伝
」
に
「
当
於
斎
食0

、
口
不
言
濃0

淡
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
当
於
斎
、
口
不
言
灑0

淡
」
に
作
る
。

　

㊳
「
宗
叡
伝
」
に
「
終
於
禅
林
寺
」
と
あ
る
が
、「
五
家
伝
」
で
は
「
終
於
禅
林
寺
云
々

0

0

」
に
作
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
の
「
奉
」
字
の
有
無
、
⑧
の
「
少
」
と
「
小
」、
⑨
の
「
為
」
字
の
有
無
、
⑭
の
「
属
」
字
の
有
無
、
⑲
の
「
舟
」
と
「
丹
」、
㉜
の
「
己
」

と
「
已
」、
㊱
の
「
丹
」
と
「
舟
」
な
ど
は
、
書
写
の
過
程
で
生
じ
た
誤
写
や
脱
字
と
解
さ
れ
る
が
、
③
⑰
の
「
無
」
と
「
无
」、
④
の
「
復
」
と
「
後
」、
⑩

の
「
詰
」
と
「
談
」、
⑪
の
「
華
」
と
「
花
」、
⑮
の
「
慧
」
と
「
恵
」、
⑱
の
「
李
」
と
「
弟
子
」、
⑳
の
「
侶
」
と
「
俗
」、
㉖
の
「
菩
薩
」
と
「

」、
㉗
の

「
堂
」
と
「
矣
」、
㉘
の
「
譲
」
と
「
禅
」、
㉙
の
「
勧
」
と
「
勅
」、
㉚
の
「
剔0

落
」
と
「
則0

落
飾0

」、
㉛
の
「
三
摩
耶
秘0

密
」
と
「
三
摩
地0

耶
密
」、
㉟
の
「
従
」

と
「
旋
」
な
ど
は
、
文
章
の
意
味
な
ど
を
考
え
て
あ
え
て
異
な
る
字
を
選
択
し
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
ま
た
⑥
㉑
は
他
書
か
ら
補
っ
た
「
宗
叡
伝
」
の
み
に
み

え
る
文
章
で
あ
る
の
に
対
し
、
①
㉔
㉕
㉝
は
「
五
家
伝
」
の
み
に
み
ら
れ
る
文
章
や
傍
書
で
、「
宗
叡
伝
」
を
も
と
に
し
て
「
五
家
伝
」
が
作
ら
れ
た
と
い
う

大
枠
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、「
五
家
伝
」
が
た
だ
単
に
「
宗
叡
伝
」
を
書
き
写
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
事
象
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

⑩
は
文
殊
菩
薩
と
維
摩
居
士
が
問
答
を
し
た
五
臺
山
の
聖
跡
の
こ
と
な
の
で
、「
五
家
伝
」
の
「
談0

石
」
の
ほ
う
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る８

し
、

⑫
も
「
五
家
伝
」
の
「
灌
頂
」
が
正
し
く
、
こ
れ
ら
は
書
写
の
過
程
で
『
日
本
三
代
実
録
』
の
方
が
字
を
誤
っ
て
写
し
た
と
考
え
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
点
か
ら
す
る
と
、「
宗
叡
伝
」
の
史
料
価
値
は
相
対
的
に
高
く
、
そ
れ
を
書
き
写
し
た
に
す
ぎ
な
い
「
五
家
伝
」
の
そ
れ
は
低
い
と
単
純
に
判
断
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
に
な
る
。

23-10-387_003-佐藤長門氏.indd   623-10-387_003-佐藤長門氏.indd   6 2024/02/15   13:17:472024/02/15   13:17:47



7

二
．
入
唐
以
前
の
修
学

　

宗
叡
は
【
史
料
１
】
に
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
に
七
六
歳
で
没
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、大
同
四
年
（
八
〇
九
）
に
平
安
京
左
京
で
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

俗
姓
は
池
上
氏９

で
、
上
記
①
の
よ
う
に
「
五
家
伝
」
は
「
勧
修
寺
長
者
補
任
」
を
引
い
て
「
真
紹
の
甥
と
云
々
」
と
記
し
、『
本
朝
高
僧
伝
』
所
収
「
城
州
円

覚
寺
沙
門
宗
睿
伝10

」
も
「
真
紹
僧
都
の
族ぞ

く

甥せ
い

な
り
」
と
し
て
、
同
じ
池
上
氏
出
身
の
真
紹
の
甥
と
し
て
い
る
。
し
か
し
真
紹
の
俗
姓
に
つ
い
て
は
、『
弘
法
大

師
弟
子
伝
』
巻
下
所
収
「
洛
東
禅
林
寺
開
山
真
紹
僧
都
伝11

」
に
「
少
僧
都
真
紹
、
い
ま
だ
何
の
所
の
人
か
を
詳
ら
か
に
せ
ず
」
と
あ
り
、『
弘
法
大
師
弟
子
譜
』

巻
三
所
収
「
洛
東
禅
林
寺
開
基
真
紹
僧
都
伝12

」
に
も
「
僧
都
、
諱
は
真
紹
。
姓
氏
を
審
ら
か
に
せ
ず
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
族
と
断
定
す
る
の
は
避
け
る

べ
き
で
あ
る
。

　

学
問
や
出
家
を
志
し
た
古
代
の
若
者
が
、
自
身
の
宿
望
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
京
内
や
近
隣
に
居
住
す
る
親
族
を
た
よ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
一
五
歳
で
讃
岐
か
ら
上
京
し
た
空
海
は
「
舅を

ぢ

従
五
位
下
阿
刀
宿
祢
大
足
に
就
き
て
、
文
書
を
読
み
習
ふ13

」
と
あ
り
、

同
じ
く
讃
岐
か
ら
出
て
き
た
円
珍
も
「
十
五
に
て
叔
父
僧
仁
徳
に
随
ひ
、
初
め
て
叡
山
に
登
る14

」
と
み
え
る
よ
う
に
、
親
族
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
彼
ら
の
ツ

テ
を
利
用
し
て
目
的
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
た
。
宗
叡
は
空
海
や
円
珍
と
は
異
な
り
、
平
安
京
に
生
ま
れ
た
人
物
で
は
あ
っ
た
が
、
修
学
の
方
法
に
大
き
な
ち

が
い
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
宗
叡
は
な
ぜ
か
叔
父
と
さ
れ
る
真
紹
を
頼
る
こ
と
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
載
鎮
や
義
演
と
い
う
血
縁
関
係

の
な
い
僧
侶
の
も
と
で
修
行
し
て
お
り
、
し
か
も
叔
父
真
紹
の
真
言
宗
と
は
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
関
係
に
あ
っ
た
天
台
宗
の
比
叡
山
に
登
っ
て
菩
薩
戒
を
受
け
た
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
前
述
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
史
料
に
は
な
る
も
の
の
、
真
紹
の
出
自
に
つ
い
て
は
「
未
詳
」
や
「
不
審
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
あ
る
い
は
の
ち
に
真
紹
が
禅
林
寺
を
宗
叡
に
譲
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
両
者
の
血
縁
関
係
が
創
り
出
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
【
史
料
１
】
に
よ
る
と
、
宗
叡
は
若
く
し
て
音
律
（
漢
語
の
音
読
）
を
学
び
、
一
四
歳
（
弘
仁
十
四
年
、
八
二
三
）
で
出
家
を
す
る
。
そ
し
て
内
供
奉
十
禅

師
の
載
鎮
に
従
っ
て
経
論
を
承
受
し
、
比
叡
山
に
登
っ
て
天
長
八
年
（
八
三
一
）
に
具
足
戒
を
受
け
た
が
、
い
っ
た
ん
山
を
下
り
て
広
岡
寺15

の
義
演
法
師
に
就

き
、
法
相
の
宗
義
を
禀
学
し
た
の
ち
、
数
年
後
に
比
叡
山
に
戻
っ
て
菩
薩
戒
を
受
け
た
と
あ
る
。【
史
料
１
】
に
「
円
珍
和
尚
に
随
ひ
、
園
城
寺
に
於
い
て
、
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両
部
の
大
法
を
受
く
」
と
あ
り
、
ま
た
『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』
に
も
「
貞
観
五
年
、
近
江
国
滋
賀
郡
園
城
寺
に
於
い
て
、
両
部
の
大
法
を
以
て
宗
叡

阿
闍
梨
に
授
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
帰
山
後
の
宗
叡
は
園
城
寺
で
円
珍
か
ら
「
両
部
の
大
法
」
を
受
け
て
い
る
。

【
史
料
２
】「
灌
頂
儀
軌
批
記
」
奥
書
裏
書16

（
抄
出
）

貞
元〔

観
〕五
年
、
宗
叡
三
井
に
来
た
り
、
胎
蔵
・
悉
地
の
両
部
法
を
学
び
了
は
ん
ぬ
。
略ほ

ぼ

伝
法
を
授
け
訖
は
ん
ぬ
。
そ
の
後
、
叡
、
禅
林
寺
紹
僧
都
の
処
に
至

り
、
本
意
あ
る
故
に
、
更
に
此
の
金
剛
界
を
受
く
る
な
り
。
そ
の
因
縁
は
、
紹
和
上
は
此
れ
実
慧
僧
都
の
弟
子
な
り
。
宗
、
慧
大
徳
の
処
に
於
い
て
、
初

め
一
字
法
を
受
け
、
後
に
金
剛
界
を
受
く
。
叡
云
は
く
、「
本
師
を
思
ふ
志
あ
る
故
に
受
法
の
志
を
表
す
」
と
。
そ
の
事
の
後
、
東
七
条
故
左
少
弁
藤
原

有
蔭
朝
臣
の
宅
に
珍
召
さ
る
。
東
寺
叡
師
在
り
。
案
内
を
問
ふ
に
、
答
へ
て
曰
は
く
、「
紹
僧
都
の
処
に
於
い
て
、
伝
法
印
を
受
く
」
て
へ
り
。
是
れ
三

井
に
於
い
て
、
胎
蔵
大
日
尊
印
を
受
く
。「
更
に
他
事
な
し
」
と
。
ま
た
叡
、
此
の
戒
儀
を
写
し
て
手
に
入
れ
了
は
ん
ぬ
。
諸
の
瑜
伽
及
び
大
法
等
、
多

く
抄
取
し
了
は
ん
ぬ
。
而
る
に
唐
に
入
り
て
、
円
載
師
と
相
話
せ
し
後
、
叡
が
意
改
変
す
。
即
ち
円
載
対〔

封
ヵ
〕す
る
所
の
式
の
歟
人
法
を
学
び
取
り
、
国
に
帰

り
て
再
三
こ
れ
を
封
じ
、
余
を
呪
咀
す
。〔
此
れ
夢
中
に
示
す
所
な
り
。〕
而
れ
ど
も
或
い
は
験
な
し
と
噵い

ひ
、
再
三
妬と

ど怒
し
、
再
三
趠た

く
や
く躍

す
と
云
々
。
此

れ
善
神
の
示
す
所
な
り
。
後
の
人
こ
れ
を
知
れ
。
珍
記
す
。

【
史
料
３
】「
唐
房
行
履
録
」
巻
上17

（
抄
出
）

（
貞
観
）
四
年
壬
午
。　

師
四
十
九
歳
。
正
月
二
十
日
。〔
所
謂
密
日
な
り
。〕
園
城
寺
に
於
い
て
、
伝
法
阿
闍
梨
位
灌
頂
を
宗
睿
ら
に
授
く
。

　

宗
叡
が
円
珍
か
ら
受
法
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
円
珍
自
筆
の
【
史
料
２
】
に
も
み
え
て
お
り
、
貞
元
（
貞
観
の
誤
り
）
五
年
に
三
井
（
園
城
寺
）
を
訪
ね
た

宗
叡
が
円
珍
か
ら
胎
蔵
界
・
蘇
悉
地
の
両
部
法
を
学
ん
だ
と
あ
る18

。
し
か
し
、
す
で
に
高
見
寛
恭
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
宗
叡
が
入
唐
し
た
の
は
貞
観
四

年
（
八
六
二
）
七
月19

の
こ
と
で
、
貞
観
五
年
は
ま
だ
在
唐
中
で
あ
る
か
ら
そ
の
年
の
受
法
は
誤
伝
で
あ
り
、
か
か
る
誤
謬
は
円
珍
自
身
の
記
憶
ち
が
い
か
ら
生

じ
た
も
の
だ
ろ
う20

。
高
見
は
次
い
で
【
史
料
３
】
を
引
用
し
て
、
受
法
の
時
期
を
貞
観
四
年
正
月
二
十
日
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、【
史
料
２
】
や

そ
の
影
響
を
受
け
た
『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』
が
記
す
貞
観
五
年
は
四
年
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る21

。
ま
た
佐
伯
有
清
も
、【
史
料
２
】
の
「
貞

元〔
観
〕五
年
」
と
あ
る
年
次
に
は
疑
問
が
あ
り
、『
寺
門
伝
記
補
録
』
第
一
〇
所
収
「
智
証
大
師
略
譜22

」
に
は
「（
貞
観
）
四
年
壬
午
正
月
二
十
日
、
園
城
寺
に
於
い

て
両
部
の
大
法
灌
頂
を
宗
叡
法
師
に
授
く
」、『
同
右
書
』
第
一
〇
所
収
「
灌
頂
脈
譜23

」
に
は
「
円
覚
寺
宗
叡
僧
正
、
貞
観
四
年
正
月
二
十
日
己
丑
日
曜
三
井
寺
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云
々
。
当
寺
灌
頂
壇
を
建
つ
。
宗
叡
を
以
て
始
め
と
な
す
」、「
智
証
大
師
年
譜24

」
に
も
「
四
年
壬
午
、
師
四
十
九
歳
、
正
月
二
十
日
〔
所
謂
密
日
な
り
。〕
園

城
寺
に
於
い
て
、
伝
法
阿
闍
梨
位
灌
頂
を
宗
睿
ら
に
授
く
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
受
法
時
期
を
貞
観
四
年
正
月
二
十
日
と
し
て
い
る
と
し
、
宗
叡
が
随
従
し

た
真
如
親
王
は
貞
観
三
年
六
月
十
九
日
に
池
辺
院
を
発
ち
、
八
月
九
日
に
大
宰
府
鴻
臚
館
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
は
じ
め
か
ら
宗
叡
が
真
如
と
同
行
し
て
い
れ

ば
貞
観
四
年
正
月
二
十
日
と
い
う
年
次
も
疑
わ
し
く
な
る
が
、
同
年
七
月
中
旬
の
出
帆
ま
で
に
合
流
し
た
と
み
な
せ
ば
、
正
月
二
十
日
の
受
法
も
不
可
能
で
は

な
い
と
と
ら
え
て
い
る25

。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、【
史
料
１
】
の
⑥
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
三
代
実
録
』
が
底
本
と
し
た
宮
内
庁
図
書
寮
所
蔵
谷
森
健
男
旧
蔵
本
に
は
な
く
、
そ

の
頭
注
に
「
拠
林
本
淀
本
一
本
及
略
記
補
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
宮
文
庫
所
蔵
旧
林
崎
文
庫
本
・
國
學
院
大
學
所
蔵
淀
藩
旧
蔵
本
・
旧
輯
国
史
大
系
所
引
安
田

一
菴
本
お
よ
び
『
扶
桑
略
記
』
で
補
っ
た
箇
所
で
あ
り
、
ま
た
増
補
六
国
史
『
日
本
三
代
実
録
』
が
底
本
と
し
た
松
下
見
林
校
訂
寛
文
十
三
年
版
本
に
も
み
え

ず
、
頭
注
に
「
尾
本
淀
本
及
略
記
に
拠
て
補
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
尾
張
徳
川
家
所
蔵
本
・
淀
藩
稲
葉
家
旧
蔵
本
お
よ
び
『
扶
桑
略
記
』
で
補
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
吉
田
一
彦
は
、
円
珍
の
入
唐
は
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
か
ら
天
安
二
年
（
八
五
八
）
の
こ
と
で
、
彼
に
よ
る
園
城
寺
の
復
興
は
貞
観
年
間

以
降
の
こ
と
だ
が
、
実
恵
は
す
で
に
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
に
死
去
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
卒
伝
は
時
系
列
に
そ
っ
て
記
述
す
る
の
を
原
則
に
し
て
い
る

と
読
解
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
一
文
（
⑥
の
こ
と
）
が
こ
こ
に
入
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
り
、
天
台
宗
系
統
の
話
を
真
言
宗
系
統
の
話
の
前
に
ま
と
め
て
記
し
た

可
能
性
は
あ
る
の
で
慎
重
な
考
証
が
必
要
に
な
る
が
、『
扶
桑
略
記
』
に
は
『
日
本
三
代
実
録
』
を
増
補
す
る
記
述
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
増
補
部
分
が
『
日

本
三
代
実
録
』
の
写
本
に
竄
入
し
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
宗
叡
が
円
珍
か
ら
受
法
し
た
と
す
る
記
載
は
何
ら
か
の
歴
史
的
事
実

を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
し
、
そ
の
時
期
を
貞
観
三
～
四
年
ご
ろ
の
こ
と
と
推
測
し
て
い
る26

。

　

と
も
あ
れ
、
宗
叡
が
実
恵
か
ら
一
字
法
や
金
剛
界
を
受
け
た
の
は
、
吉
田
が
い
う
よ
う
に
実
恵
の
没
年
か
ら
承
和
十
四
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

宗
叡
が
円
珍
か
ら
受
法
し
た
時
期
を
貞
観
四
年
ご
ろ
と
す
る
と
、
彼
と
実
恵
と
の
関
係
は
叡
山
帰
山
の
前
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
れ
を
否
定

す
る
史
料
は
み
あ
た
ら
ず
、
宗
叡
が
法
相
宗
な
ど
幅
広
く
仏
教
を
学
ん
で
い
た
時
期
に
真
言
密
教
と
出
会
い
、
実
恵
か
ら
金
剛
界
ま
で
授
か
っ
て
い
た
と
す
る

な
ら
、
そ
の
後
に
比
叡
山
に
帰
り
、
円
珍
か
ら
胎
蔵
界
と
蘇
悉
地
を
受
法
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
真
言
宗
に
移
る
と
い
う
修
学
の
変
遷
は
非
常
に
せ
わ
し
な
く
、

節
操
が
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
【
史
料
２
】
の
記
載
に
従
う
か
ぎ
り
、「
貞
元〔

観
〕五

年
」
に
円
珍
か
ら
「
胎
蔵
・
悉
地
の
両
部
法
を
学
」
ん
だ
宗
叡
は
、
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「
そ
の
後
」
に
真
紹
の
処
で
「
更
に
此
の
金
剛
界
を
受
」
け
た
が
、
そ
の
理
由
は
「
紹
和
上
は
此
れ
実
慧
僧
都
の
弟
子
」
だ
っ
た
か
ら
で27

、
宗
叡
が
そ
れ
以
前

に
「
慧
大
徳
の
処
に
於
い
て
、
初
め
一
字
法
を
受
け
、
後
に
金
剛
界
を
受
」
け
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
宗
叡
と
真
紹
の
師
資
関
係
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
こ
の
点
に
加
え
て
、
宗
叡
が
実
恵
、
円
珍
か
ら
受
法
し
た
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
以
前
、
貞
観
四
年
（
八
六
二
）

と
す
る
こ
と
が
動
か
な
い
の
な
ら
、
宗
叡
が
先
達
か
ら
受
法
し
た
順
番
は
実
恵
・
円
珍
・
真
紹
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

比
叡
山
で
の
修
行
の
の
ち
、
宗
叡
は
「
苦
行
」
を
実
践
す
る
た
め
越
前
国
白
山
で
の
山
林
修
行
へ
と
移
る
。
そ
の
時
期
を
吉
田
は
【
史
料
１
】
の
文
脈
か
ら

実
恵
か
ら
の
受
法
以
前
と
み
な
し
、
八
四
〇
年
代
の
半
ば
ご
ろ
だ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る28

。
し
か
し
、
白
山
で
の
「
苦
行
」
は
密
教
に
と
も
な
う
修
行
の
一
環

と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
実
恵
か
ら
金
剛
界
を
受
学
し
た
あ
と
の
、
八
四
〇
年
代
後
半
以
降
の
こ
と
だ
っ
た
可
能
性
も
想
定
で
き
よ
う
。

そ
し
て
白
山
を
後
に
し
た
宗
叡
は
比
叡
山
に
は
戻
ら
ず
、
な
ぜ
か
東
寺
に
移
住
す
る
の
で
あ
る
が
、
帰
京
し
た
宗
叡
は
【
史
料
１
】
に
少
僧
都
真
紹
を
訪
ね
て

阿
闍
梨
位
灌
頂
を
受
け
た
と
あ
り
、【
史
料
２
】
で
も
真
紹
に
伝
法
印
を
受
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
『
東
寺
長
者
補
任29

』
に
よ
る
と
、
真
紹
は
承

和
十
四
年
十
一
月
か
ら
東
寺
二
長
者
に
補
任
し
て
お
り
、
白
山
修
行
か
ら
戻
っ
て
東
寺
に
移
住
し
た
宗
叡
は
、
そ
の
時
点
で
真
紹
に
師
事
し
た
必
然
性
が
高
い

と
考
え
る
。【
史
料
１
】
に
よ
る
と
、
宗
叡
は
そ
の
の
ち
皇
太
子
惟
仁
親
王
に
近
侍
し
た
と
あ
る
が
、「
清
和
太
上
天
皇
儲
弐
た
る
の
初
め
」
を
「
清
和
天
皇
が

皇
太
子
と
な
っ
た
際
」
と
理
解
し
て
よ
け
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
ご
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る30

。『
日
本
三
代
実
録
』
の
清
和
太
上
天
皇
崩

伝31

に
「
時
に
僧
正
真
雅
法
師
あ
り
、
降
誕
の
初
め
よ
り
聖
躬
を
侍
護
す
。（
中
略
）
真
雅
遷
化
し
、
復ま

た

僧
正
宗
叡
法
師
あ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宗
叡
が
皇
太

子
の
近
辺
に
侍
っ
た
の
は
真
言
宗
内
部
で
の
継
承
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
真
言
宗
徒
と
し
て
の
護
持
力
を
期
待
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

宗
叡
が
真
紹
に
師
事
し
た
の
は
、
彼
が
白
山
か
ら
戻
っ
て
東
寺
に
移
住
し
た
直
後
だ
っ
た
と
い
う
先
の
推
測
に
蓋
然
性
が
あ
る
な
ら
、
実
恵
か
ら
の
受
法
や

白
山
修
行
、
真
紹
か
ら
の
受
法
、
皇
太
子
へ
の
近
侍
と
い
う
一
連
の
出
来
事
は
す
べ
て
八
五
〇
年
前
後
に
集
約
す
る
こ
と
に
な
り
、
ひ
と
り
円
珍
か
ら
の
受
法

の
み
が
一
〇
年
ほ
ど
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
吉
田
が
疑
問
に
思
っ
た
よ
う
に
、【
史
料
１
】
の
⑥
が
白
山
修
行
の
前
に
あ
る
の
は
時
系
列
的
に
お
か
し
く
、
真

紹
か
ら
の
受
法
は
や
は
り
円
珍
か
ら
の
受
法
の
前
に
持
っ
て
く
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
な
る
と
、
な
ぜ
円
珍
は
【
史
料
２
】
で
真
紹
か
ら
の
受
法
を
自

身
の
あ
と
と
記
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
ど
う
や
ら
円
珍
は
宗
叡
の
能
力
を
高
く
評
価
し
、
自
分
か
ら
の
修
学
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
た
か
っ
た
形
跡
が
あ

る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
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三
．
宗
叡
の
称
号

　

と
こ
ろ
で
宗
叡
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
称
号
（
通
称
）
で
呼
ば
れ
た
こ
と
が
各
種
史
料
か
ら
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
「
五
家
伝
」
や
『
日
本
高
僧
伝
要
文

抄32

』
で
は
「
禅
林
寺
僧
正
」、『
寺
門
伝
記
補
録
』
第
一
〇
所
収
「
智
証
大
師
略
譜33

」
や
『
寺
門
伝
記
補
録
』
第
一
七
所
収
「
僧
伝
目
録34

」
で
は
「
円
覚
寺
僧
正
」

「
後
入
唐
」、「
東
寺
長
者
補
任35

」
で
は
「
後
入
唐
僧
正
」「
円
覚
寺
僧
正
」、「
東
寺
長
者
幷
高
野
検
校
等
次
第36

」
で
は
「
禅
林
寺
僧
正
」「
円
覚
寺
」「
後
入
唐
」、

『
元
亨
釈
書37

』
で
は
「
禅
林
寺
宗
睿
」
の
ご
と
く
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
宗
叡
が
そ
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
探
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
ⅰ
）
禅
林
寺
僧
正

【
史
料
４
】『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
）
九
月
六
日
乙
未
条

山
城
国
愛
宕
郡
の
道
場
一
院
を
以
て
定
額
に
預
か
ら
し
め
、
名
を
禅
林
寺
と
賜
ふ
。
是
れ
よ
り
先
、
律
師
伝
灯
大
法
師
位
真
紹
の
申
牒
に
偁い

は
く
、「
昔

忝か
た
じ
けな

く
も
愚ぐ

朦も
う

貧ひ
ん

道だ
う

の
質
を
以
て
、
厚
く
承
和
の
聖
主
の
恩
を
蒙
り
、
慙ざ

ん

愧き

の
至
り
に
任た

へ
ず
。
涓け

ん

塵ぢ
ん

の
効
を
致
さ
む
と
思
ひ
、
行

ぎ
ょ
う

住ぢ
ゅ
う

坐ざ

臥ぐ
わ

、
い
ま
だ

曾
て
廃
忘
せ
ず
。
此
の
時
に
当
た
り
て
、
至
心
発
願
し
、
聖
皇
の
奉お

ほ
ん
た
め為に

、
毘
盧
遮
那
仏
及
び
四
方
の
仏
像
を
造
り
奉
り
て
、
聖
恩
に
報
い
奉
り
、
国
家

を
護
持
せ
む
と
す
。
而
れ
ど
も
毎こ

と
ご
と事

に
闕け

っ
た
ん短

し
、
資
具
い
ま
だ
備
は
ら
ず
。
唯
材
木
を
採
り
て
、
い
ま
だ
鏤る

刻こ
く

を
始
め
ず
。
爰こ

こ

に
斉
衡
元
年
に
逮お

よ

び
て
、

河
内
国
観
心
山
寺
に
於
い
て
僅わ

づ

か
に
造
り
奉
り
、
三
年
の
間
、
そ
の
功
既
に
畢
は
ん
ぬ
。
窃ひ

そ

か
に
慮お

も

ん
み
る
に
、
山
中
の
寂せ

き
ば
く寞

、
住
持
久
し
く
し
難
く
、

後
代
に
至
り
て
は
、
恐
ら
く
は
頽た

い

毀き

す
る
こ
と
あ
ら
む
。
事
須
ら
く
近
く
京
華
の
辺
垂
に
移
し
て
、
後
代
の
修
治
に
易
か
ら
し
む
べ
し
。
爰
に
故
従
五
位

下
藤
原
朝
臣
関
雄
が
東
山
の
家
を
買
ひ
、
即す

な
は便
ち
寺
家
と
な
し
て
、
一
堂
を
造
立
し
、
五
仏
を
安
置
す
。
夫そ

れ
僧
の
俗
家
を
買
ふ
は
、
律
令
の
制
す
る
所
、

私
に
道
場
を
立
つ
る
は
、
格
式
の
禁
ず
る
所
な
り
。
此
の
禁
制
を
犯
し
て
、
彼
の
道
場
を
立
つ
る
は
、
是
れ
敢
へ
て
法
禁
に
狎な

れ
、
故

こ
と
さ
らに
罪
名
を
招
く
に

非
ず
。
誠
に
先
帝
の
鴻
恩
に
報
い
、
区
々
の
至
願
を
果
た
さ
む
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
夫
れ
普
天
の
下
に
、
王
地
な
ら
ざ
る
は
莫な

く
、
所
作
の
功
徳
は
、
皆

悉
く
国
王
・
大
臣
に
資
す
。
此
れ
則
ち
聖
教
の
明
ら
か
に
す
る
所
に
し
て
、
凡
愚
の
私
造
に
非
ず
。
請
ふ
ら
く
は
、
こ
れ
を
定
額
に
預
か
ら
し
め
て
、
名

づ
け
て
禅
林
寺
と
な
し
、
永
く
真
言
法
門
の
秘
要
を
伝
へ
、
師
資
相
伝
へ
て
、
不
朽
に
存
せ
む
」
と
。
詔
し
て
こ
れ
を
許
す
。
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【
史
料
５
】「
権
少
僧
都
真
紹
付
属
状
」（『
平
安
遺
文
』
一
五
五38

）

付
属
し
奉
る
寺
の
事

　

合
せ
て
弐
箇
院　

就
中

一　
　

�
観
心
寺
は
、
本
是
れ
山
野
な
り
。
而
る
に
先
師
、
去
ぬ
る
天
長
四
年
よ
り
起
首
し
て
、
切
除
夷
壇
し
て
建
立
す
る
所
な
り
。
堂
舎
幷
せ
て
資
財
等

の
員
は
別
巻
に
在
り
。

一　
　

�

禅
林
寺
は
、
去
ぬ
る
仁
寿
三
年
十
月
を
以
て
、
藤
原
関
雄
朝
臣
の
宅
を
買
い
取
り
て
、
こ
れ
を
建
立
す
。
相
継
い
で
、
去
ぬ
る
貞
観
五
年
を
以
て
、

勅
を
経
て
定
額
寺
と
な
る
。
堂
舎
幷
せ
て
資
財
等
の
員
は
別
巻
に
在
り
。

右
二
箇
の
寺
、
頃
年
ム
甲
労
摂
す
る
所
な
り
。
而
る
に
年
齢
老
衰
し
て
、
臨
終
の
期
今
幾
ば
く

な
る
を
知
ら
ず
。
茲
に
因
り
て
、
宗
叡
大
徳
に
付
属
し
奉
る
。
大
徳
の
末
は
、
則
ち
門
徒
の
中

に
そ
の
人
を
簡
択
し
て
付
属
す
る
の
み
〔
寺
式
は
別
に
在
り
。〕
仍
り
て
状
を
勒
し
て
付
し
奉

る
こ
と
件
の
如
し
。

　
　

貞
観
十
年
正
月
廿
三
日

　

権
小
僧
都
法
眼
和
上
位
「
真
紹
」

　

禅
林
寺
は
真
紹
が
開
い
た
寺
院
で
、【
史
料
４
】
に
は
仁
明
天
皇
（「
承
和
聖
主
」）
の
聖
恩

に
報
い
る
と
と
も
に
国
家
を
護
持
す
る
た
め
、
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
に
河
内
国
観
心
山
寺39

に

お
い
て
毘
盧
遮
那
仏
と
四
方
の
仏
像
を
造
っ
た
が
、「
山
中
が
も
の
寂
し
く
て
、
長
く
仏
法
を

護
持
す
る
の
が
む
ず
か
し
く
、
後
代
に
お
い
て
は
頽く

ず

れ
壊こ

わ

れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
」
の
で
平

安
京
の
近
辺
に
移
す
こ
と
を
企
て
、
故
藤
原
関
雄
（
藤
原
真
夏
の
第
五
子
）
の
東
山
の
旧
宅
を

購
入
し
て
寺
と
し
、
五
仏
を
安
置
し
た
の
が
は
じ
ま
り
と
す
る40

。
た
だ
し
【
史
料
５
】
に
よ
る

と
、
藤
原
関
雄
の
宅
を
購
入
し
た
の
は
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
十
月
の
こ
と
で
、
貞
観
五
年
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（
八
六
三
）
九
月
に
真
紹
の
申
請
に
よ
っ
て
定
額
寺
に
な
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
実
際
に
は
真
紹
が
藤
原
関
雄
の
宅
を
購
入
し
た
方
が
早
く
、
そ
の

翌
年
に
観
心
山
寺
で
五
仏
の
造
像
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
に
な
る41

。

　

さ
て
、
宗
叡
を
「
禅
林
寺
僧
正
」
と
呼
ぶ
の
は
、【
史
料
５
】
に
「
宗
叡
大
徳
に
付
属
し
奉
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
貞
観
十
年
（
八
六
八
）
正
月
に
真
紹
か

ら
禅
林
寺
を
譲
ら
れ
た
こ
と42

、【
史
料
１
】
に
「
年
七
十
六
に
し
て
、
禅
林
寺
に
終
は
る
」
と
あ
る
ご
と
く
、
宗
叡
の
終
焉
も
当
寺
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ

ろ
う
。
な
お
宗
叡
は
、「
太
上
天
皇
の
幼
少
に
御
座
し
し
時
よ
り
、護
持
し
仕
へ
奉
る
事
も
あ
り
。
今
も
亦
怠
ら
ず
仕
へ
奉
る
に
依
」
り
、元
慶
三
年
（
八
七
九
）

十
月
に
権
少
僧
都
か
ら
僧
正
に
任
命
さ
れ
て
い
る43

。

（
ⅱ
）
円
覚
寺
僧
正

【
史
料
６
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
十
一
月
二
十
五
日
乙
亥
条
（
抄
出
）

是
れ
よ
り
先
、
太
上
天
皇
聖
体
不
予
な
り
。
是
の
日
、
棲
霞
観
よ
り
遷
り
て
、
円
覚
寺
に
御
す
。
詔
し
て
左
大
臣
源
朝
臣
融
の
家
令
正
六
位
上
伴
宿
祢
枝

雄
に
従
五
位
下
を
授
く
。
棲
霞
観
は
、
左
大
臣
の
山
庄
な
り
。
故
此
の
賞
あ
る
な
り
。
円
覚
寺
は
、
右
大
臣
の
粟
田
の
山
庄
な
り
。

【
史
料
７
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
五
月
八
日
丁
酉
条
（
抄
出
）

右
大
臣
家
令
正
六
位
上
菅
原
朝
臣
永
津
に
外
従
五
位
下
を
授
く
。
永
津
検
校
し
て
粟
田
の
山
荘
を
造
る
。
仍
り
て
此
の
授
あ
り
。
是
の
夜
、
太
上
天
皇
落

飾
入
道
す
。
時
に
、
権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
宗
叡
侍
る
。

【
史
料
８
】『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
十
二
月
四
日
癸
未
条
（
抄
出
）

是
の
日
、
申
の
二
刻
、
太
上
天
皇
、
円
覚
寺
に
崩
ず
。
時
に
春
秋
卅
一
。
…
…
真
雅
遷
化
し
、
復ま

た

僧
正
宗
叡
法
師
あ
り
、
唐
に
入
り
て
法
を
求
め
、
真
言

を
受
得
す
。
天
皇
に
勧
め
奉
り
て
、
香か

う

火げ

の
因
を
結
ぶ
。
皇
位
を
遜
り
て
よ
り
、
清
和
院
に
御
し
、
念
を
苦
空
に
帰
し
て
、
心
を
菩
提
に
発
す
。
朝
夕
の

膳
に
は
、
菜
蔬
御
に
在
り
。
妍
状
豊
姿
に
は
、
顏
色
を
賜
は
ず
。

私
寵
引
、
斯
れ
よ
り
し
て
断
ち
、
遂
に
山
庄
に
御
し
て
、
落
飾
入
道
す
。
是
の
時
、

僧
正
宗
叡
侍
る
。
山
庄
は
即
ち
是
れ
円
覚
寺
な
り
。

【
史
料
９
】『
寺
門
伝
記
補
録
』
第
一
七
所
収
「
僧
伝
目
録
」
円
覚
寺
僧
正44

（
抄
出
）

師
諱
は
宗
叡
、
姓
は
池
上
氏
。
左
京
の
人
。
真
紹
僧
都
〔
禅
林
寺
開
基
。
東
寺
一
長
者
。〕
の
弟
子
。
水
尾
法
皇
御
戒
師
な
り
。
貞
観
四
年
正
月
二
十
日
、
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園
城
寺
金
堂
に
於
い
て
、
智
証
大
師
を
礼
し
て
阿
闍
梨
位
灌
頂
を
受
く
。
今
年
入
唐
請
益
す
。
後
に
後
入
唐
と
号
す
。
元
慶
八
年
三
月
二
十
六
日
、
禅
林

寺
に
取
滅
す
。
年
七
十
有
六
。

　

円
覚
寺
は
【
史
料
６
】
か
ら
、
病
を
得
た
清
和
太
上
天
皇
が
棲
霞
観
（
左
大
臣
源
融
の
山
荘
、
現
清
涼
寺
）
か
ら
移
住
し
た
と
こ
ろ
で
、「
右
大
臣
（
藤
原

基
経
）
の
粟
田
の
山
庄
」
を
寺
と
し
た
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。【
史
料
７
】
に
は
右
大
臣
家
令
の
菅
原
永
津
が
外
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
と
あ
り
、

そ
の
理
由
は
彼
が
「
粟
田
の
山
荘
を
造
」
っ
た
か
ら
と
あ
る
が
、あ
る
い
は
そ
れ
は
山
荘
を
寺
院
に
建
て
替
え
る
造
作
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
円
覚
寺
は
、

元
慶
三
年
（
八
七
九
）
五
月
に
清
和
院
か
ら
粟
田
院
（
藤
原
基
経
の
山
庄
）
に
遷
居
し
た45

清
和
太
上
天
皇
が
出
家
を
し
た
場
所
（【
史
料
７
】）
で
あ
り
、
ま
た

没
し
た
場
所
（【
史
料
８
】）
で
も
あ
っ
た
。
な
お
円
覚
寺
は
、
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
三
月
に
官
寺
と
な
り46

、
四
月
に
は
愛
宕
郡
八
条
野
尻
里
の
空
閑
地
五
段

を
円
覚
寺
に
充
て47

、
七
月
に
は
白
米
一
百
斛
、
黒
米
一
百
斛
を
円
覚
寺
に
送
り
、
造
仏
・
造
寺
等
の
料
に
充
当
し
て
い
る48

。
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
六
月
に
は

安
祥
寺
の
例
に
倣
い
、
清
和
院
の
稲
一
千
束
の
直
新
銭
廿
貫
文
を
山
城
国
司
に
付
し
、
毎
年
出
挙
し
て
息
利
を
請
い
、
そ
れ
を
長
明
灯
料
に
充
て
て
い
る
が
、

円
覚
寺
に
は
建
物
が
南
北
に
二
堂
あ
り
、
一
〇
人
の
僧
侶
に
斎
飯
を
供
給
し
て
い
た49

。

　

以
上
、
創
建
期
の
円
覚
寺
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
以
降
に
つ
い
て
も
、
史
料
的
に
は
ま
だ
若
干
追
え
る
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
る

の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
に
従
い
た
い
。
そ
し
て
円
覚
寺
と
宗
叡
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
元
慶
三
年
五
月
に
清
和
太
上
天
皇
が
円
覚
寺
で
落
飾
入
道
し
た
際
、

か
た
わ
ら
に
侍
り
（【
史
料
７
・
８
】）、
そ
の
受
戒
師
と
な
っ
て
い
る
（【
史
料
９
】）
こ
と
が
前
掲
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。
お
そ
ら
く
宗
叡
は
、
そ
の
よ
う
に

清
和
太
上
天
皇
と
の
関
係
が
非
常
に
強
か
っ
た
た
め
、
後
世
「
円
覚
寺
僧
正
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
ⅲ
）
後
入
唐
僧
正

【
史
料
10
】『
寺
門
伝
記
補
録
』
第
一
〇
所
収
「
智
証
大
師
略
譜50

」（
抄
出
）

前
入
唐
尋
教
、
大
師
入
唐
帰
朝
已
後
、
宗
叡
阿
闍
梨
継
い
で
入
唐
す
。
仍
り
て
大
師
を
前
入
唐
と
称
す
る
か
。
三
代
実
録
四
十
五
に
曰
は
く
、「
貞
観
四

年
高
岳
親
王
法
名
真
如
西
唐
に
入
る
。
宗
叡
請
ひ
て
渡
海
に
従
ふ
」
と
。
勧
請
脈
譜
に
曰
は
く
、「
円
覚
寺
僧
正
宗
叡
、
後
入
唐
と
号
す
」
と
云
々
。

【
史
料
11
】『
覚
禅
抄
』
第
五
・
明
王
部
、
愛
染
下51

（
抄
出
）

ま
た
像　
禅
林
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（
図
像
略
）

右
の
尊
形
は
、
後
入
唐
の
請
来
な
り
。〔
理
趣
経
万
荼
羅
の
中
に
こ
れ
在
り
。〕
ま
た
大
師
の
御
筆
こ
れ
に
同
じ
。
但
し
頸
は
直
な
り
。
こ
れ
を
以
て
異
と

な
す
。
仍
り
て
別
に
図
か
ず
。

　
【
史
料
10
】
に
は
円
珍
（「
大
師
」）
の
帰
朝
後
、
宗
叡
が
そ
の
あ
と
を
継
い
で
入
唐
し
た
の
で
、
円
珍
を
「
前
入
唐
」
と
称
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
宗
叡
の
「
後
入
唐
」
と
い
う
称
号
が
ま
ず
あ
り
、
そ
こ
か
ら
円
珍
の
「
前
入
唐
」
と
い
う
称
号
が
生
じ
た
よ
う
に
も
解
釈
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
認
識
の
前
提
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
円
珍
と
宗
叡
と
の
間
に
は
師
資
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
だ
が
、
実
は
宗
叡

を
「
後
入
唐
」
と
称
す
る
の
は
寺
門
系
の
天
台
宗
徒
だ
け
で
は
な
く
、
本
節
の
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
寺
系
の
関
連
史
料
で
あ
る
「
東
寺
長
者
補
任
」

や
「
東
寺
長
者
幷
高
野
検
校
等
次
第
」
も
同
様
で
あ
り
、
ま
た
東
密
系
の
仏
教
書
で
あ
る
『
覚
禅
抄
』
に
み
え
る
、
宗
叡
請
来
の
理
趣
経
曼
荼
羅
に
つ
い
て
の

説
明
文
（【
史
料
11
】）
に
も
「
禅
林
」
や
「
後
入
唐
」
と
い
う
記
載
が
あ
る52

。
こ
の
場
合
、
東
寺
関
係
で
は
空
海
が
前
、
宗
叡
が
後
と
い
う
認
識
が
存
在
し
た

こ
と
に
な
る
が
、
当
初
比
叡
山
に
登
り
、
ま
た
の
ち
に
は
円
珍
か
ら
も
両
部
大
法
を
受
法
し
た
と
は
い
え
、
入
唐
時
の
宗
叡
は
す
で
に
真
言
宗
に
移
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
宗
叡
の
「
後
入
唐
」
と
い
う
称
号
は
、
真
言
宗
と
く
に
東
寺
系
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。

【
史
料
12
】『
本
朝
台
祖
撰
述
密
部
書
目
』
東
密
書53

（
抄
出
）

後
入
唐
伝
宗
叡　

胎
蔵
次
第
二
同　

真
言
疑
目
同

【
史
料
13
】『
東
宝
記
』
第
一
仏
宝
上
、
食
堂54

（
抄
出
）

安
西
城
毘
沙
門
の
事

件
の
城
の
行
道
、
八
ヶ
日
と
云
々
。
而
る
に
玄
宗
皇
帝
の
代
、
異
敵
犯
す
る
の
由
、
国
解
検
議
せ
ら
る
と
云
ふ
。
事
近
々
な
れ
ど
、
道
遼
遠
な
り
。
爰
に

近
臣
申
し
て
云
は
く
、「
梵
僧
不
空
に
迎
せ
合
ふ
べ
し
」
と
。
即
ち
こ
れ
を
召
す
。
皇
帝
香
呂
を
執
り
、
香
呂
毘
沙
門
に
供
し
、
将
に
神
兵
を
遣
は
さ
む

と
す
。
即
ち
独
揵
太
子
こ
れ
に
現
れ
、
供
物
を
備
へ
て
彼
方
に
発
遣
す
。
是
れ
そ
の
年
の
二
月
十
一
日
な
り
。
件
の
日
、
彼
の
城
の
東
北
の
角
に
神
兵
、

幷
せ
て
丈
余
の
毘
沙
門
現
る
。
国
解
相
合
す
。
件
の
像
を
以
て
ヽ〔

安
西
城
ヵ
〕

ヽ
ヽ
毘
沙
門
と
号
す
な
り
。
具
に
不
空
訳
す
所
の
毘
沙
門
経
の
序
文
の
如
し
。
後
入
唐

録
こ
れ
あ
り
。
或
る
本
に
一
行
ト
ア
リ
。
是
れ
誤
り
か
。
東
寺
の
毘
沙
門
は
此
の
本
な
り
と
云
々
。
秘
説
あ
り
朴
木
と
云
々
。
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宗
叡
の
著
作
物
と
し
て
は
、【
史
料
12
】
に
み
え
る
よ
う
に
「
後
入
唐
伝
」「
胎
蔵
次
第
」「
真
言
疑
目
」
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
（
こ
こ
に
も
「
東
密
書
」

と
あ
る
）。
と
こ
ろ
で
「
後
入
唐
伝
」
に
つ
い
て
は
、
東
寺
の
寺
誌
で
あ
る
『
東
宝
記
』（【
史
料
13
】）
の
「
安
西
城
毘
沙
門
の
事
」
に
み
え
る
「
後
入
唐
録
」

と
同
じ
も
の
で
、
こ
れ
に
は
安
西
城
毘
沙
門
説
話55

の
み
な
ら
ず
、
在
唐
中
に
宗
叡
が
実
見
し
た
楼
上
毘
沙
門
天
に
つ
い
て
の
印
象
や
見
聞
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る56

。
あ
る
史
料
に
は
「
後
入
唐
伝
」、
あ
る
史
料
に
は
「
後
入
唐
録
」
と
、
若
干
表
記
が
異
な
る
も
の
の
、
両
者
は
同
じ

と
す
る
見
解
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
宗
叡
（
後
入
唐
）
の
著
作
に
「
伝
」
を
つ
け
る
の
は
少
々
違
和
感
が
あ
り
、
と
も
に
後
世
の
呼
称
で
は
あ
ろ
う
が
、「
後

入
唐
録
」
の
方
が
本
来
の
書
名
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
も
か
く
宗
叡
は
、
真
言
宗
と
く
に
東
寺
関
係
者
か
ら
空
海
の
次
に
入
唐
し
た
も
の
と
認
識
さ
れ
、「
後
入
唐
」
あ
る
い
は
「
後
入
唐
僧
正
」
と
呼
称
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
真
言
宗
関
係
と
し
て
は
、
空
海
の
あ
と
に
入
唐
し
た
も
の
と
し
て
霊
巌
寺
円
行
が
い
る
が
、
彼
は
難
破
で
渡
海
を
は
た
せ
な
か
っ
た
真
済
・
真

然
の
代
わ
り
と
し
て
、
空
海
亡
き
あ
と
の
真
言
宗
徒
を
ま
と
め
て
い
た
実
恵
が
や
や
強
引
に
請
益
僧
に
推
挙
し
た
人
物
で
あ
り
、
密
教
の
理
解
度
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
帰
国
後
に
教
団
中
枢
で
活
躍
で
き
る
場
は
ほ
と
ん
ど
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た57

。
か
か
る
事
情
は
宗
叡
を
同
様
に
「
後
入
唐
」
と
記
し
た
寺
門
系

天
台
宗
で
も
似
か
よ
っ
て
お
り
、
円
珍
以
降
に
入
唐
し
た
自
派
出
身
の
僧
侶
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
円
珍
と
の
師
資
関
係
や
そ
の
能
力
を
評
価
し
て
、
あ
え
て

真
言
宗
に
移
っ
て
い
た
宗
叡
を
「
後
入
唐
」
と
称
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
入
唐
す
る
以
前
の
宗
叡
の
前
半
生
に
つ
い
て
、
先
学
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
そ
の
考
察
結
果
を
ま
と
め
る
こ
と
は
控
え

る
が
、
最
後
に
宗
叡
の
修
学
が
な
ぜ
紆
余
曲
折
し
た
も
の
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
吉
田
は
、
こ
の
時
代
は
後
世
の

よ
う
な
強
い
宗
派
観
念
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
は
転
身
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
ら
え
、
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
宗
叡

の
「
密
教
に
対
す
る
強
い
関
心
」
が
あ
っ
た
と
み
な
し
て
い
る58

。
そ
の
大
枠
に
つ
い
て
は
首
肯
し
た
い
が
、
宗
叡
の
「
転
身
」
を
最
初
期
の
天
台
教
団
が
か
か

え
て
い
た
天
台
業
年
分
度
者
の
下
山
や
法
相
宗
に
よ
る
相
奪
が
多
発
し
た
問
題59

と
同
列
に
あ
つ
か
う
こ
と
は
、
時
期
的
に
も
そ
の
理
由
か
ら
し
て
も
別
儀
と
考
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え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
宗
叡
が
密
教
を
学
ん
で
い
た
の
は
、
日
本
に
密
教
が
本
格
的
に
紹
介
さ
れ
て
間
も
な
い
草
創
期
に
あ
た
り
、
み
な
が
試
行
錯
誤
し
て
い
た

時
期
だ
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
と
く
に
、
密
教
を
深
く
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
も
の
た
ち
に
と
っ
て
は
顕
著
で
、
宗
叡
も
そ
の
ひ
と
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、
宗
叡
の
入
唐
求
法
巡
礼
は
円
仁
・
円
珍
の
「
経
験
」
に
倣
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
宗
叡
が
円
珍
の
も
と
を
尋
ね
た
の
も
、
時
期
的
に

宗
叡
が
真
如
に
随
っ
て
入
唐
を
志
し
て
か
ら
だ
っ
た
と
考
え
る
と
、
円
珍
か
ら
の
受
学
の
み
が
一
〇
年
離
れ
て
い
る
こ
と
の
辻
褄
が
あ
う
。
宗
叡
が
目
的
遂
行

の
た
め
別
派
で
あ
る
円
珍
の
門
を
た
た
い
た
行
為
は
称
賛
に
値
す
る
し
、
そ
れ
を
何
ご
と
も
な
く
受
け
入
れ
た
円
珍
の
度
量
の
大
き
さ
に
も
敬
服
す
る
。【
史

料
２
】
に
あ
る
よ
う
に
、
た
と
え
の
ち
に
円
珍
が
「
自
分
を
呪
っ
た
」
と
宗
叡
を
非
難
し
た
と
し
て
も
、
頭
を
垂
れ
て
教
え
を
請
う
て
き
た
宗
叡
を
門
前
払
い

に
せ
ず
、
そ
れ
ば
か
り
か
「
胎
蔵
・
悉
地
の
両
部
法
」
を
授
け
、
そ
の
時
期
を
真
紹
か
ら
の
受
学
以
前
と
改
竄
し
て
ま
で
宗
叡
と
の
師
資
関
係
を
強
調
し
よ
う

と
し
た
円
珍
に
、
狭
量
な
排
他
性
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
前
提
に
は
、
入
唐
求
法
が
自
分
の
命
を
か
け
た
危
険
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
経

験
的
に
認
識
し
、
そ
れ
を
決
意
し
た
人
物
に
対
す
る
敬
意
と
期
待
が
円
珍
の
心
情
に
生
じ
て
い
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。

註

１　

九
世
紀
前
半
に
海
を
渡
り
、
唐
で
密
教
を
学
ん
で
日
本
に
も
た
ら
し
た
八
人
の
僧
侶
、
す
な
わ
ち
最
澄
・
空
海
・
常
暁
・
円
行
・
円
仁
・
恵
運
・
円
珍
・
宗
叡
を
指
す
。

２　

俗
名
を
高
岳
（
高
丘
）
親
王
と
い
い
、
平
城
天
皇
の
第
三
皇
子
で
、
母
を
伊
勢
継
子
と
い
う
。
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
四
月
に
皇
太
子
と
な
る
が
、
翌
年
九
月
の
平
城
上
皇
の
変
に

よ
っ
て
廃
太
子
と
な
り
、
出
家
し
て
真
如
と
号
し
た
。
貞
観
四
年
（
八
六
二
）
九
月
に
遠
値
嘉
島
よ
り
渡
海
し
て
明
州
石
丹
奥
に
着
岸
し
、
長
安
で
密
教
を
学
ぶ
も
あ
き
た
ら
ず
、

西
天
竺
へ
の
渡
航
を
企
て
た
が
、そ
の
途
上
で
客
死
し
た
。
真
如
に
つ
い
て
は
、田
島
公
「
真
如
（
高
丘
）
親
王
一
行
の
「
入
唐
」
の
旅
―
「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」
を
読
む
―
」（『
歴

史
と
地
理
』
五
〇
二
、一
九
九
七
年
）
や
佐
伯
有
清
『
高
丘
親
王
入
唐
記
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
い
。

３　
「
延
暦
二
十
五
年
正
月
二
十
六
日
付
太
政
官
符
」（『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
年
分
度
者
事
所
収
）、
お
よ
び
『
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
』（『
伝
教
大
師
全
集
』
巻
一
所
収
、
世
界
聖
典

刊
行
協
会
、
一
九
八
九
年
復
刻
）、『
顕
戒
論
縁
起
』
巻
上
（『
同
右
書
』
所
収
）。

４　
「
承
和
二
年
正
月
二
十
三
日
付
太
政
官
符
」（『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
年
分
度
者
事
所
収
）、
お
よ
び
藤
原
敦
光
撰
・
撰
者
不
詳
・
行
遍
撰
・
勝
賢
撰
『
弘
法
大
師
行
化
記
』（『
弘
法
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大
師
伝
全
集
』
第
二
巻
所
収
、
ピ
タ
カ
、
一
九
三
五
年
初
版
、
一
九
七
七
年
復
刻
）。

５　

以
下
で
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
三
代
実
録
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）
を
用
い
る
。
な
お
、
若
干
の
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
、『
扶
桑
略
記
』
元
慶
八
年
三
月
廿
六

日
丁
亥
条
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
扶
桑
略
記
・
帝
王
編
年
記
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

６　

以
下
で
は
、
佐
藤
長
門
編
『
遣
唐
使
と
入
唐
僧
の
研
究　

附
校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
所
収
の
「
禅
林
寺
僧
正
伝
」
を
用
い
る
。

７　

川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍
の
行
方
」（『
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
三
、二
〇
一
二
年
）。

８　

維
摩
居
士
は
音
写
で
「
維
摩
詰
」
と
も
い
う
の
で
、『
日
本
三
代
実
録
』
は
そ
れ
に
引
き
ず
ら
れ
て
「
維
摩
詰
石
」
と
誤
記
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

岡
野
浩
二
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９　

池
上
氏
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
二
月
辛
亥
（
九
日
）
条
お
よ
び
十
二
月
癸
丑
（
十
五
日
）
条
で
「
池
上
真
人
」
を
賜
っ
た
広
野
王
か
ら
は
じ
ま
る
氏
族
で
、

『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
に
は
大
原
真
人
と
同
祖
と
あ
り
、
敏
達
天
皇
の
孫
百
済
王
の
後
裔
で
あ
っ
た
。
な
お
『
元
亨
釈
書
』
巻
第
三
所
収
「
禅
林
寺
宗
睿
伝
」（
新
訂
増
補
国
史

大
系
『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
・
元
亨
釈
書
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
、
お
よ
び
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
一
「
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
・
日
本
高
僧
伝
指
示
抄
・
三
国

仏
法
伝
通
縁
起
・
元
亨
釈
書
・
南
都
高
僧
伝
」
所
収
、
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
に
は
「
池
氏
」
と
あ
り
、「
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
」（『
園
城
寺
文
書
』
第
七
巻
教
学
・
教
義
所
収
、

園
城
寺
、
二
〇
〇
四
年
）
に
は
「
俗
姓
紀
氏
」
と
み
え
る
。

10　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
二
「
本
朝
高
僧
伝
第
一
」
所
収
（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）。

11　
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
〇
所
収
（
ピ
タ
カ
、
一
九
三
五
年
初
版
、
一
九
七
七
年
復
刻
）。

12　
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
〇
所
収
（
前
掲
註
11
書
）。

13　
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
（
八
三
五
）
三
月
庚
午
（
二
十
五
日
）
条
。

14　
『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』。
な
お
以
下
で
は
、
佐
伯
有
清
『
智
証
大
師
伝
の
研
究
』
第
六
章
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
使
用
す
る
。

15　

吉
田
一
彦
「
宗
叡
の
白
山
入
山
を
め
ぐ
っ
て
―
九
世
紀
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
進
展
（
一
）
―
」（『
佛
教
史
研
究
』
五
〇
、二
〇
一
二
年
）
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、広
岡
寺
は
『
東

大
寺
要
録
』
末
寺
章
第
九
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
）
に
「
普
光
寺　

ま
た
広
岡
寺
と
云
ふ
／
右
の
寺
は
大
和
国
添
上
郡
に
在
り
。
平
城
後
太
上
天
皇
の
奉お
ほ
ん
た
め為に

、
天
平
勝
宝

五
年
八
月
廿
日
を
以
て
、
正
二
位
広
岡
夫
人
建
立
す
る
所
な
り
。
天
平
宝
字
四
年
三
月
六
日
を
以
て
、
定
額
寺
に
入
れ
り
」
と
あ
り
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
八
月
に
聖
武
太
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上
天
皇
（
平
城
後
太
上
天
皇
）
の
た
め
に
橘
古
那
可
智
（
広
岡
夫
人
）
が
建
立
し
た
、
大
和
国
添
上
郡
広
岡
（
現
奈
良
市
法
蓮
町
）
に
所
在
し
た
寺
院
（
現
存
せ
ず
）
で
あ
る
。

16　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
八
「
批
記
集
」
所
収
（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）。
な
お
「
灌
頂
儀
軌
批
記
」
奥
書
裏
書
は
、「
批
記
集
」（『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
一
、
寛
平
三
年

十
月
二
十
九
日
条
所
引
、
七
五
一
頁
）
に
も
み
え
る
が
、
佐
伯
有
清
『
智
証
大
師
伝
の
研
究
』
第
四
章
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
で
は
こ
れ
を
『
阿
闍
梨
大
曼
荼
羅
灌

頂
儀
軌
』
と
表
記
し
て
い
る
。

17　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
一
三
「
遊
方
伝
叢
書
第
一
」
所
収
（
大
法
輪
閣
、二
〇
〇
七
年
）。
な
お
「
唐
房
行
履
録
」
と
同
文
は
、「
智
証
大
師
年
譜
」（『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
一
、

寛
平
三
年
十
月
二
十
九
日
条
所
引
、
六
一
五
頁
）
に
も
み
え
る
。

18　
【
史
料
１
】
の
「
両
部
大
法
」
を
、
増
補
六
国
史
『
日
本
三
代
実
録
』
の
頭
注
は
「
金
剛
界
胎
蔵
界
両
部
の
大
法
を
云
」
と
記
し
て
い
る
。

19　

佐
藤
長
門
編
『
遣
唐
使
と
入
唐
僧
の
研
究　

附
校
訂
『
入
唐
五
家
伝
』』
所
収
「
禅
林
寺
僧
正
伝
」（
前
掲
註
６
書
）
の
脚
注
19
に
は
、「
高
岳
親
王
の
入
唐
年
に
つ
い
て
は
、
貞
観

二
年
説
（『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』）・
同
三
年
説
（「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」）・
同
四
年
説
（「
真
如
親
王
入
唐
略
記
」、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
十
月
十
三
日
戊
子
条
）
な
ど
が

あ
る
」
と
あ
る
が
、「
真
如
親
王
入
唐
略
記
」
に
は
「
貞
観
三四
イ

年
、
入
唐
、
法
名
真
如
」
と
あ
り
、「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」
に
は
「（
貞
観
）
四
年
五
月
、
造
舶
已
了
、
時
到
鴻
臚
館
、

七
月
中
旬
、
率
宗
叡
和
尚
、〈
中
略
〉
駕
舶
離
鴻
臚
館
、
赴
遠
値
嘉
嶋
」
と
あ
る
の
で
、
脚
注
の
貞
観
三
年
説
に
は
「
真
如
親
王
入
唐
略
記
」
を
、
同
四
年
説
に
は
「
頭
陀
親
王
入

唐
略
記
」
を
記
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
十
月
十
三
日
戊
子
条
に
「
四
年
奏
請
、
擬
レ
入
二
西
唐
一
」
云
々
と
あ
る
箇
所
は
、
頭
注
に
「
拠
略
記
補
」
と

あ
る
よ
う
に
『
扶
桑
略
記
』
で
補
っ
た
部
分
で
あ
り
、『
日
本
三
代
実
録
』
で
は
な
く
『
扶
桑
略
記
』
を
引
用
す
る
か
、
ま
た
は
『
日
本
三
代
実
録
』
を
引
用
す
る
場
合
で
も
【
史

料
１
】
の
元
慶
八
年
三
月
二
十
六
日
丁
亥
条
を
引
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

20　

高
見
寛
恭
「
入
唐
八
家
の
密
教
相
承
に
つ
い
て
（
三
）」（『
密
教
文
化
』
一
三
〇
、一
九
八
〇
年
）。

21　

高
見
寛
恭
「
入
唐
八
家
の
密
教
相
承
に
つ
い
て
（
三
）」（
前
掲
註
20
論
文
）。

22　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
七
「
園
城
寺
伝
記
・
寺
門
伝
記
補
録
」
所
収
（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）。

23　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
七
「
園
城
寺
伝
記
・
寺
門
伝
記
補
録
」
所
収
（
前
掲
註
22
書
）。

24　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
八
「
智
証
大
師
全
集
第
四
」
所
収
（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）。

25　

佐
伯
有
清
『
智
証
大
師
伝
の
研
究
』
第
四
章
（
前
掲
註
14
書
）。
な
お
『
寺
門
伝
記
補
録
』
第
一
七
所
収
「
僧
伝
目
録
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
七
「
園
城
寺
伝
記
・
寺
門
伝
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記
補
録
」
所
収
、
前
掲
註
22
書
、
後
掲
【
史
料
９
】）
も
、
智
証
大
師
か
ら
阿
闍
梨
位
灌
頂
を
受
け
た
日
付
を
貞
観
四
年
正
月
二
十
日
と
す
る
。

26　

吉
田
一
彦
「
宗
叡
の
白
山
入
山
を
め
ぐ
っ
て
―
九
世
紀
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
進
展
（
一
）
―
」（
前
掲
註
15
論
文
）。
な
お
吉
田
は
、
佐
伯
が
掲
げ
た
園
城
寺
の
記
録
類
に
み
え
る

貞
観
四
年
正
月
二
十
日
と
い
う
年
次
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
伝
承
が
い
つ
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
歴
史
的
事
実
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
は
あ

る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

27　
『
弘
法
大
師
弟
子
伝
』
巻
下
所
収
「
洛
東
禅
林
寺
開
山
真
紹
僧
都
伝
」（
前
掲
註
11
書
）
に
「
真
雅
言
は
く
、
実
恵
の
嗣
法
な
り
と
。
ま
た
資
に
宗
叡
あ
り
、
阿
闍
梨
位
を
受
く
る
こ

と
を
听き

く
」
と
あ
り
、『
弘
法
大
師
弟
子
譜
』
巻
三
所
収
「
洛
東
禅
林
寺
開
基
真
紹
僧
都
伝
」（
前
掲
註
12
書
）
に
も
「
智
燈
曰
は
く
、
師
に
実
恵
あ
り
、
資
に
は
宗
叡
あ
り
」
と
み

え
る
。

28　

吉
田
一
彦
「
宗
叡
の
白
山
入
山
を
め
ぐ
っ
て
―
九
世
紀
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
進
展
（
一
）
―
」（
前
掲
註
15
論
文
）。

29　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
平
松
文
庫
所
収
『
東
寺
長
者
補
任
』
２
巻
（
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）、『
群
書
類
従
』
第
四
輯
・
補
任
部
所
収
（
続
群
書
類
従
完

成
会
、
一
九
九
一
年
訂
正
三
版
）
な
ど
。

30　
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
十
一
月
戊
戌
（
二
十
五
日
）
条
、『
日
本
三
代
実
録
』
清
和
天
皇
即
位
前
紀
。

31　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
十
二
月
四
日
癸
未
条
。

32　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
一
「
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
・
日
本
高
僧
伝
指
示
抄
・
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
・
元
亨
釈
書
・
南
都
高
僧
伝
」（
前
掲
註
９
書
）。

33　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
七
「
園
城
寺
伝
記
・
寺
門
伝
記
補
録
」
所
収
（
前
掲
註
22
書
）。

34　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
七
「
園
城
寺
伝
記
・
寺
門
伝
記
補
録
」
所
収
（
前
掲
註
22
書
）。

35　
『
群
書
類
従
』
第
四
輯
・
補
任
部
所
収
（
前
掲
註
29
書
）。

36　
『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
下
・
補
任
部
所
収
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
八
年
訂
正
三
版
）。

37　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
一
「
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
・
日
本
高
僧
伝
指
示
抄
・
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
・
元
亨
釈
書
・
南
都
高
僧
伝
」（
前
掲
註
９
書
）。

38　

こ
の
史
料
は
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
時
代
、重
要
作
品
篇
３
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、一
九
七
七
年
）
に
も
収
録
さ
れ
、ま
た
『
弘
法
大
師
諸
弟
子
全
集
』
巻
中
（
大

学
堂
書
店
、
一
九
四
二
年
初
版
、
一
九
七
四
年
復
刻
）
や
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
〇
（
前
掲
註
11
書
）
に
も
「
禅
林
寺
遺
制
記
」
の
名
で
収
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
河
内
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長
野
市
史
』
第
四
巻
史
料
編
一
（
河
内
長
野
市
役
所
、
一
九
七
二
年
）
や
川
尻
秋
生
「
観
心
寺
縁
起
資
財
帳
の
作
成
目
的
」（『
日
本
古
代
の
格
と
資
財
帳
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）
に
も
収
録
・
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
と
も
「
右
二
箇
寺
頃
年
ム
甲
所
労
摂
也
」
の
「
ム
」
を
翻
刻
し
て
い
な
い
。
し
か
し
「
ム
甲
」
は

「
某
甲
」
の
こ
と
を
指
し
、「
だ
れ
そ
れ
」
や
「
な
に
が
し
」「
そ
れ
が
し
」
の
意
味
で
、
こ
の
場
合
は
自
称
の
「
そ
れ
が
し
」
を
意
味
し
て
お
り
、「
ム
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
そ

れ
が
「
某
」
の
呉
音
「
む
」
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
史
料
の
画
像
は
、「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
「
禅
林
寺
古
文
書
」

の
名
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
明
確
に
「
ム
甲
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
高
田
義
人
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

39　

観
心
寺
に
つ
い
て
は
、
小
山
田
和
夫
「
禅
林
寺
創
建
と
真
紹
」（『
古
代
文
化
』
三
四
―
八
、一
九
八
二
年
）
お
よ
び
川
尻
秋
生
「
観
心
寺
縁
起
資
財
帳
の
作
成
目
的
」（
前
掲
註
38
論

文
）、
佐
藤
全
敏
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像 

再
考
」（『
美
術
研
究
』
四
一
三
、二
〇
一
四
年
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
【
史
料
４
】
で
「
観
心
山
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時

の
公
認
以
前
の
寺
院
は
地
名
な
ど
を
付
し
て
「
某
堂
」「
某
山
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
（
中
井
真
孝
「
定
額
寺
制
の
原
義
」〈『
日
本
古
代
仏
教
制
度
史
の
研
究
』
所
収
、

法
蔵
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
七
六
年
〉
な
ど
）。

40　

禅
林
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
小
山
田
和
夫
「
禅
林
寺
創
建
と
真
紹
」（
前
掲
註
39
論
文
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
禅
林
寺
側
の
著
作
と
し
て
は
、
稲
村
修
道
編
『
禅
林
寺
誌
』（
宝
蔵

館
、
一
九
一
三
年
）、
五
十
嵐
隆
明
『
京
都
永
観
堂
禅
林
寺
史
』（
宝
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

41　

小
山
田
和
夫
「
禅
林
寺
創
建
と
真
紹
」（
前
掲
註
39
論
文
）。

42　
「
禅
林
観
心
両
寺
座
主
職
相
承
次
第
」（
東
寺
百
合
文
書
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
京
都
府
京
都
学
・
歴
彩
館
）
に
も
「
貞
観
十
年
正
月
廿
三
日
、
二
ヶ
寺
〈
禅
林
・
観
心
〉
を
以
て
宗
叡
に
付
す
」

と
み
え
る
。

43　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
十
月
二
十
三
日
己
卯
条
。

44　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
七
「
園
城
寺
伝
記
・
寺
門
伝
記
補
録
」
所
収
、
前
掲
註
22
書
）。

45　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
五
月
四
日
癸
巳
条
。

46　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
三
月
十
三
日
辛
酉
条
。

47　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
四
月
三
日
庚
辰
条
。

48　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
七
月
廿
二
日
戊
辰
条
。
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49　
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
六
月
廿
日
戊
辰
条
。
な
お
、「
延
喜
主
税
上
式
」
諸
国
本
稲
条
、
山
城
国
正
税
に
は
「
国
分
寺
料
一
万
五
千
束
、
嘉
祥
寺
料
一
千
七
百
卅

六
束
四
把
」
な
ど
と
と
も
に
、「
円
覚
寺
料
一
千
束
」
と
あ
る
。

50　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
二
七
「
園
城
寺
伝
記
・
寺
門
伝
記
補
録
」
所
収
（
前
掲
註
22
書
）。

51　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
四
九
「
覚
禅
抄
第
五
」
所
収
（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）。

52　

頼
富
本
宏
「
宗
叡
請
来
の
密
教
図
像
―
特
に
理
趣
経
曼
荼
羅
を
中
心
と
し
て
―
」（『
密
教
大
系
第
十
一
巻　

密
教
の
美
術
Ⅱ
』
所
収
、
宝
蔵
館
、
一
九
九
四
年
、
初
出
は
一
九
九
〇

年
）、
鍵
和
田
聖
子
「
禅
林
寺
宗
叡
請
来
資
料
の
後
代
へ
の
影
響
―
理
趣
経
十
八
会
曼
荼
羅
と
『
理
趣
経
秘
要
抄
』
を
中
心
に
―
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
六
―
二
、二
〇
一
八

年
）
な
ど
。

53　
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
二
「
仏
教
書
籍
目
録
第
二
」
所
収
（
大
法
輪
閣
、
二
〇
〇
七
年
）。

54　
『
国
宝
東
宝
記
原
本
影
印
』
巻
一
（
東
京
美
術
、
一
九
八
二
年
）。
な
お
『
東
宝
記
』
の
刊
本
と
し
て
は
、『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
二
宗
教
部
所
収
本
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
七
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
若
干
字
句
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。

55　

不
空
訳
『
毘
沙
門
儀
軌
』
に
記
さ
れ
た
説
話
で
、
唐
・
玄
宗
の
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
に
安
西
都
護
府
（
西
州
、
現
ト
ル
フ
ァ
ン
）
が
敵
に
包
囲
さ
れ
た
と
の
報
に
接
し
た
玄
宗
が

不
空
の
献
言
で
毘
沙
門
天
に
祈
る
と
、
安
西
城
に
毘
沙
門
天
と
眷
属
が
あ
ら
わ
れ
て
危
機
を
救
っ
た
と
い
う
も
の
。

56　

高
橋
昌
明
「
羅
城
門
の
兜
跋
毘
沙
門
天
」（『
立
命
館
文
学
』
五
二
一
、一
九
九
一
年
）。
な
お
、
東
寺
の
毘
沙
門
像
（
い
わ
ゆ
る
兜
率
毘
沙
門
像
）
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
岡
田
健

「
東
寺
毘
沙
門
天
像
―
羅
城
門
安
置
説
と
造
立
年
代
に
関
す
る
考
察
―
（
上
）」（『
美
術
研
究
』
三
七
〇
、一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。

57　

円
行
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
入
唐
僧
円
行
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
前
掲
註
６
書
所
収
、
初
出
は
一
九
九
四
年
）
参
照
。

58　

吉
田
一
彦
「
宗
叡
の
白
山
入
山
を
め
ぐ
っ
て
―
九
世
紀
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
進
展
（
一
）
―
」（
前
掲
註
15
論
文
）。

59　

仲
尾
俊
博
「
天
台
業
と
十
住
心
判
」（『
日
本
初
期
天
台
の
研
究
』
所
収
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
三
年
）、
薗
田
香
融
「
最
澄
と
そ
の
思
想
」（『
日
本
古
代
仏
教
の
伝
来
と
受
容
』

所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
初
出
は
一
九
七
四
年
）、
木
内
堯
央
「
天
台
開
宗
と
密
教
」（『
天
台
密
教
の
形
成　

日
本
天
台
思
想
史
研
究
』
所
収
、
渓
水
社
、
一
九
八
四
年
）

な
ど
。
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